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ĵ

'a
o

&
'i
z
l

)

,;
:
:
'
,
:
 

:

.
喈
級
も
爻
た

乙

の
幽
體

0
、
ー

種

で

あ

3
乙

ど
は
か
ふ

:̂
で
も

^
い
.。
階
級
は

.

本̂
社
^
構 

成
興
の
縱
の
區
別
で
あ
る

.0
基
本

«:
#

は
そ
の
一
定
の
發
達
階
段

k

達
す
る
ぐ

J
、

そ
の
：成

貝

を

：
 

階
段
的

k

分
つ

乙

ビ

を
始
め
る
の
で
あ
る
。

乙
の
發
達
階
段
の

0
本

)!
!
!
:
_
.

會

k

お
い
て
は
、をの 

成

:M
.は

;-
定
の
踏
段

k

分

^
'れ
て

^

々
一
ぼ
の

.

位
；を
興
へ
パ
ら
：れ

る

。

乙

の
、地
位
、即

ち

成

M
 

の

階

«

的

分

ft
は

可

動

.的
，の
：も

.の
ど
、不

:»
的
：の

も

の

ビ「

あ
.る
。
：
從

つ

て

、一

階
級
の

他
階
.級
へ 

.の
服

#

並
び
に
、支

«

が
行
は
れ
る
。
を
の
結

^

階
雜
支

P1
の
事

^

を
‘
挪
誰
し
ま
た

1̂
乙

れ
を 

破
壤
せ

/L
マJ
''
t

る
猶
々

.な
る

*

關

t

た
は
運

#

が
行
は
れ
る
の
で
あ
つ
て
歴
史
的

«•
m

V
J

し 

て
も
、爻
た
現

®

ゆ

事

费

ビ

し

て

：も
、乙

の

X

は

®

だ

in
:
要
な
る
意
哝
ふ

.某
本
胜
會

R

對
し
て 

持
つ
て

Q

る

.

.從
來
の
歷

-

_は
職
級

■

爭

の

歴

史

で

あ

，る
.ビ
は
、
マ

,
ク

ス

H

チ

V
.

ゲ
^
ス
の 

ly
r
ふ
ビ

乙

ろ
で
あ

:5
'が
、ネ
の
見
地
に
立

TC
ば
、
勿
論
の
こ
ビ
、斯
く
の
如
き
見
地

k

立
た
な

s

 

t 

で
も

歷
见
土
並

R 
現
：在

^

あ
け

:5
階

級

問

.賴 

0 
a
 

^
 

 ̂
 ̂

^

^
 

 ̂

a
 

s- 

X

M

笫
ニ
十
ニ
卷

S

九一)

社
#
附
級
諭
の
；劣
察 

奶
五f

 

K



第
.

U
十
二
卷

(

泜九ニ

)

社
愈
喈
徽
：
諭
：
の

：
一
劣
察
一 

：

• 

: 

1

^
 

六

ふ
0
.

«

&

敢

觋̂
代

^

^

け

病

*

岑
:1
0

:

な̂
る
人
類
‘の
問

0

は
. 
'一
方

^

お

い

.
て

は
K

族
和
互 

間
の

§

で
あ
み
、他

.

_ド
お

.ぃ
て
は

,

本
祉
會

ft
k

お
け
る
階
級
間
の
問
題

.
で
あ
る
。
而
し 

5

の
ニ

つ
.の
問
题
、民

_

征
：服
及
び
獨
立
の
叫
題
ど
階
級
運
動
の
問
题
ど
が
、相
結
合
し
來
れ 

る
.4

乙

/?
k
 
M

M
 

^

0

0

1

1

例
へ
.
■
南
方
支
那
に
お
け
る
民
族
運
動
ビ

.紙

.會
述
動

—
—

が 

?

る
' VJ

す
れ
ば
、寒
級
诞

«

問
題
は
.現
代
最
大
の
運
動
中
の
一
で
あ
る

ど
い
.，
は

ね

ばな
ら

ぬ

。 

«

者
は
；
乙

の
^
.

、
や
.，命
漆
承
：論

文

ド
#
 S

て
、こ
れ
ら
の
：大

'̂
|

®

R

»し
て
言
及

_
}や
：ぅ

v
j

い 

ふ
^

で
は
な

S
。

ま

^

階
級
の
本
質
を
研
究
す
べ
き

.1:.

ゆ
：資
料

.ビ

.
し
.て
，
マ
ル
ク
ス

"

千
^
ゲ 

ル
ス
の
說
を
述
ベ
や
ぅ
ど
す
る

k

dt
ま
る

の
：
で
势
る

/0
に

':

-

:

ニ 

..

.社
會
階
級

ビ

は
何
ぞ
や

' の
問
題

k

關
.し
て
は
、現

.蹄

k

あ
い
す
て
も
甚
だ
興
論

.が
多
い
の
で
.あ 

る
が

V

の
異
論
を
ニ
分

.す
る

5
J
. 

0

の；型
應
を
猓
る
。

.
第

1

の
倾
向
は
社
會
階
級
の
本
質
を 

客
：舰
，的

'事
.實
.ま
た
は
標
：

_

$
求

め

、第
一
一
：
の

傾

向

は

：：階

»

の
一
本
質
を
：主

獲

；的

要

'*
た
求
め
る
。
 

乙
の
ニ
つ
の
形
態

.の
傾
向
を
折
表
す
る
種
々
な
る
議
論
の
存
す
る

•己

V」

仗
勿

論

で
あ
る
。

....落

猶

坤

耀

乘

嗖

た

以

康
«

ど
し
て
#

妙

ら

办

.-
5

名
.の
め
屮
、最
,•%
«

著
：及
る
も
の
は
、

#

，
戈

.

た
は
所
得

0

大
さ
で
あ
る
，。

t
:
.の
說

k

ょ
れ

.ば

)1
會
階

‘級
.

V
J

所
有

.隙

.級

オ

は

ほ
：
.く
同

」

な
る 

’ミV
J
’

を
意

.味
す

.る
の
で
，あ
る
。

Z

の
説
は
學
說
發
展
的

.に
：扇
れ
，ば
、，最

早

舊

時

代
^

屬
す
：る
.學 

說
で
パ
は
あ
る
が
、現

代

^
;
お
.,
い
.て
も
、學
者

R
'ょ
.つ
て
は
：
V

0」

學
'說
_

主
張
ず
る
も

0
:が
あ
る

。

• 

ぐ
ン
マ

;.
-
ッ
ハ
ァ
は

_

^

\̂
_

和
ど
の
相
異

.ば
前
者
が

■

有
.め
_

別
¥

あ
4

、後
者
.が

)®
^
^
^

別
.で
：」

あ
：る

V
J

し
て
、
i

の
說
を
虫
張
す
る
？

8

六
> 

シ
ュ
パ
ン
も
ま
た
乙
の

■說
を
主
張
す
る
。
彼 

は
：
マ

ゲ

タ
ス

が
從
來

 ̂

0
 

4

^
 

^

0

0
 

#
 

.
0 

^
 

 ̂

ダ

ク
ス 

が
；所
肴
喈
級
化
最
大
の
意
義
を

.認「

め
た

$
.い
つ
て

^
.
.る
が
ビ
の
場
合
の
シ

"

パ
.:
.

X

の
解
す
る 

階
級
の
本
質

‘

V
J

は
所
有
の
區
別
あ
つ

.た
，0
.であ

-;

■

•'
:
;だ
>
 

シ
.
ュ
.パ
ン

0

4
水
'
ク
ス
解
.釋
は 

Z
.の
場

‘合
當
を
得
て
ゐ
る

,
w「

の
で
は
な
い
の
で
あ
る

.が
；
乙

の
乙

.VJ

.は

.

®
く
措
く

0

:
た
、、彼
が 

所
有
の
差
別
を
：階
級

.の
本
質
：， y

j

し
た
乙

‘く
を
指
摘
し
得
れ

_

 

■
.、
の

‘で
，ぁ
气

.
S
七)

，，

：

Z

H

0
 

の
人
々
多
間
じ
く
所
：有

と

S

-A
*

實

を

社

會

喈

級「

の
本
質
；迄

：見

る

の

，で
-
,は
‘
あ
.る
.が

、
：所

有®'
る 

要

素

に
.，一：
の

制

限

を

加
.へ
る
乙
斧
に
ょ

'
.つ
：̂

、隙

_

墙
質

_

客
観
的
德

.轉
を

1
.

層
：明
瞭
な
ら
..し 

め
e

ぅ

y

ず
.る
：論
.者
が
あ
る
。

ォ

グ

ヱ

，

ベ
工
の
*!
き

は
^

の
.！

人
で
あ
つ
て
、彼
は
階
級
區 

別
の
本
質
を
生
產
手

.段
の
所
有
ま

^

ば
非
所
有

^

«
め
：や

す

..ビ

す
ぶ
る
も

の
2

っ
て
、力

y
 
,
• 

筆
屮
ニ
卷

(

五九
1

0
社僉階辍猶の

'

5察 

笫
藝
 

七



m
l

-
H

s
(

?«
,九 

s

:
 s

#
#

 
鞭

緣

 

第
.
® 薄 

八
.

派

，
：ネ
ネ

(
：9
資
本
論
第
三

^

难
末
.ド
 

S

終

C.

■
ぢ
社

.
會
階
級
本
質
諭

-

最
I

近
い
;

私
の

.
で
あ

-̂
-:
0(
難
;/
\〉

ぺ
：
.'
'

■、.■、
■;
.

'
i 

い

.

.

.

.
:■

■■-.ふ

:
■;
. 

,;

'■
•
,
'
,
■:
;

、
-

,

,
 

' 
パ'
;-」

；

涔
栗
饺
所
得

■

で
■

“

 

f

ゆ
輝
類

Q
.
B
T

同
0

階
級

_

別
‘ 

9
本
質
を

«

於
や

.务

v
a

す 

各
も
：
.
の
.
識

芬

の

，»

赞
敎
經
濟
■
#
#

の
.
u

 c
;

が
.
ぬ
.ろ

彼

^

ょ
.
れ
，
i

 

S
.
11
輟

5

.
ふ 

ゆ
は
^

婿
^

*
機

的
^

Is
.梭
嗥
定
：せ
：ら
れ
'
.て
f

 

:の”
で
-
あ
.る
：か
ら
、を
は
同
.種

の

：
，
所

，
得

'を

；
雜

辑
 

す

氣

經
*

行
：锡
の
：全
體
を
指
稱
す
：令

%.
:の
で
あ
泠
ノ 
6
九〕

Z

れ

€

同
じ
-や

'.
5
.
-
.
:

な
'
見

解

は

_

椅 

名
.

5
レ
”
择

$

^
沱
壤
か
れ
：

^

ね
る
。

''
彼
^

■!
•
.れ
へ
ば
、階

級

VJ.

は
、經
濟
的
所
有
の
同

' 

l、
：
i

:
つ：
 

:̂
、银
じ
：化
：も

' 
の
で
：
“

。

隙
：級

味

所

#

®

泉

た
る
.所
有
^

大
，
さ

ネ
.及
、び
a

類
^
-
0
0 
f

0

 

生
す
る
'。
_
'
•故
に「

■

級
'，ル

ゆ
.を
の
：本
®

^

^S.
て
-
.、所

有
?>
大
台
.

及
：' 

所

有

の

®

、
_

即
ち

所

有
. 

换 
#

_
所
有
：の
：差
異
に
.從
煥
為
：«

別
^

あ

る
-0(

訊
ー
〇)

:
i 

*
• 
. 

;
.■
.
.
.
,

 

.

: 

, 

へ
次
は
折
被
說
S

る一。

乙
-

者
•

太
.體
ー
ド
p.
V?
TC
f -
觀

的
.標
、識
の
：.必

癍
^

主
、隊
し
.な
辦 

k

ブ
部
分
：主
#

的
：興
*

を
採
々
入」

れ
ん
：も
す
る
も
の
で
ー
あ
る
。
蝴

ち
.
一，

特
途
階
.
.級

所
«
:の
：本 

«

的
。«

識

^

.一.
'
.
般
狀
能
心
'は
あ
-

 ̂
}

象

.で
ぁ
•る
b

.
Z
.
の
；說
を
.
.主
_

す
，る
.
名
の
の
.1

人

は

- 

デ
；
5
見

^

ト
>
べ
：.：ぞ

ゾ

^

タ
' 
ィ
''
'
ン
'
で
：ぁ

る

。

彼
.は
-主
：張

す

る

。
.
.
.
現
、代
.社
，會

の

階

級

は

：、王
，匕

し

fa
同

’

1
:

な
る
：
•

■/
-
»條
件

.の
^

^
生
*

す
る
：要
素
を
包
含
し
：て

a

ふ
：
•の
"
で：あ
旮
ビ

9 (

双
一
G
 

..ジ 

X
I
?

ク
ィ
デ

：

も

乙

’
の

說

近

lr
立
場
‘於
ね

V

气

；
彼

^

從
ふ
マ」

：、階
級
ミ
は
.
同
ー
の
.所
#

®

泉

一 

有
じ
、
近
似
^
た
は
同

-

の
經
濟
的
利
益
を
意
識

‘

ぬ
ゐ
る
：圈
體
で
あ
る

.0

.
故
_̂

|1
'會

|^
級
：は
：，
 

一
0

利益
： .

典
同
刚
體
で
一
あ
火
親
濟
：的
刺
益
を
同
プ

ノ
レ
す

る
經
、
.濟
的
個
人

.

.の
«

念
的

0

體
嗲
あ

る

..
9

_

1ー.
0.:
''
:
,
-ハ

 ̂

 ̂

 ̂

.
V 

'
,
• 

. 

•

,

，マ：
.
汐
タ
ス

>
ウ
エ
パ

n
名

ま
お
社
會
階
紙
の
本
赞
を
客
觀
：的

©

識
k

求
め
て

P
る

彼

，は
階

. 

級

0

戈
'つ
て
、同
一
：
階

級

狀

應
te
>

け
る
.
^
.亂
の
.
集
I'
f
f
l
i解し
，階
級
狀
態
を

(

.：一.)

財
の
，生
產

(

.ニ.)

外 

的
^

瘠
狀
態

(

一
一
一
雨
的
生
活
の〕

運

命

の

典

型

的
_

龠
_

求
め
、t

ゐ
；
る
、

9 

雨
：

3
.

て
.、肉
：的

•

活
偽
棒 

命
は

.

.特

.靡
經
濟
組
織
內
部
ぬ
為

‘，け
み
財
及
び

‘行
爲

^

關
す
る

.
處
分
權
カ
の
程
度
並
妃
種
»
所 

得
獲
得
に
對
す

.
る；を
の
利
用
方
法

^

ょ
つ〕

て
、決
，定
：せ
ら
、る
：、

の
で
あ
.る
。；
Z

の
見
地
た
交
り 

^

ゥ
ヰ

バ

ァ
は
，所
有
階
紙
、營
利
.階
級
、及

び

社

，
階

級

の

區

別

を.

設
‘
.け
、社
#
,階
級
を
も
つ
て
、階 

級
：間
の

®

換
が
個
太
：的
：

M
.

も
、世
代
的

_

也
最

•.
%

容
易
で
あ
ヶ
、最

,也

典
.型
.的
k

行
は

.れ
せ

P

名 

階
緣
狀
態

-

x

w

»:u
«

©.
で
あ
る
っ(

討 
一一一)

.

V
:
.
.

 

. 

■ 

.
-
::

、
 

#

次
，は
擧
顏
“

ー
べ
：季

劣
'0
ぼ

生

觀

的

要

*

'̂
階

級

の

本

質

を

求

め

ん
ぐし
す

る

も

の

re
、乙
の
：
 

第11

十11

卷

S
-九
笠)

社
#
霞
論
の一 :

#

察
.

.

:
第
:^
號 

'才

：



笫
1】
十

二

卷

(

五
.九
六)

It
會
階
辍：

論
：2

考
察 

第
五
號 

1
0 

場

#

'

0

_觀

的

要

素

は

.
«释
：輕

.：視
：せ

每

务

>
.の
で
あ
る
。

ノ

ィ

シ

^:
ッ

J
 
ノ

ォ
の
如
^

は 

明

自

■

の

傾

⑽

を

示

し

‘て

P
る
。

彼

た

ょ

れ

ば

、

®!
:

會

階

級

ど

は

經

濟

的

發

展

過

程

^

あ
け 

,

!_
!「

產

物

で

あ

ぬ

.て
、赏

睡

の

解

濟

形

_

か
：岛

\

 

.ァ
ト
 

H 

v
w
- 

^
 

 ̂

ノ
.
ォ
ミ
殆 

ん
章
同
、「

ー
の
へ
意
見
を
懷
谓
：

p
.

ゐ
.る
；の
で
あ
る
：：

s
、；x
i
.
.
M
v
'
:

持
.在

_

♦
纖
義
及

#

_

#

_動
玲

_
_あ
：.
2
,ては

>稍
主
觀
的
耍
素
を
啤
調
し
て
ぬ
る
。

.
彼
に
從

，
£ 

ば
、肋

#

階
級

士
：：g

 

の

社

會

圈

體

，
で'あ
つ
て
、を
の

.
忍

想

.
は

ょ
0

て
、一

©

»
定
1
:摩
る
：經
涛
組

S
 

を

代

表

す

る
%:
の

.で

あ

る

？

:

而
b

て
經
濟
'組
織
せ
ば
、ラ

；
^
た
：
«

數
多

_
.經

：濟」

的

原

、
现

を

：有

す
 

る
特
定
經
濟
秧
'序
を
意
味
す
.る

^

で
あ

.る
。
s

l
:$
Z

0 

^
 

f
e 

 ̂

® 
 ̂

S

0
 

M
 

^
 

 ̂

^
 

0

0
 

IE
版
#

あ
け
る
も
の
ょ
ぅ
も
、主
觀
的
要
素
の
、多

.暈
な
る

' も

の

V
J

見
ね
ば
な
ら

s
o

の
主
觀
.的
要
素
並
ド
客
獅
的
，

.要

.素
味
：折

：：

事 

;ュ
モ
ノ
ラ
ァ
に
ょ

9

て
集

.；合

.的 

疼
採
用

.せ
ら
れ

/2
。，
.:
彼
^

ょ
れ
啤
階

.級
^

は
分
勞
的
：社
會

$

け
る
大
な

.る
圈
體
で
あ
：

P
、 

同

1

ま
た
は
類
似

.の
性
質
及
び
生
活

.

.條
件
、同
 

一
#
 

 ̂

B
 

®

W

 

a
 

«

民
經
濟
ま
た
は
國
家
の

.
秧

序
k
ま

.け

る

同

：，一
ま
，た
は
類
似
の
地
f

el®
'

級

的

社

會

秩
序

纪
i

け
.

る
同

.ー
ま

|2
は
類
似
の
階
等
、同
ー
ま

|2
は
類
似

.の
す
べ
て
の
種
類
の
利
益
に
ょ
つ
て
、同
ブ
所 

屬
打
る
意
識
を
有
し
、乙
れ
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

:-a
。
C
E
1七〕

主
«

的
.耍
素

.{5
階
級
の
本
質
を
求
め

' 
や

15
^

し
相
論
：者
は
以
土
ふ
の

^

ぅ
^

^
雜
及
び
屑

'.1 

所
獨
の
感
情
、同
一
利
益
を
も
つ

H
、

階級本質お

.の
で
ぁ

,

が
、己
れ
ら
の
耍
素
は
意
欲

、
®
: 

索
、感
擀

^

A

け
る

.主
觀
を
問
題

€

し
た
の
で
ぁ
る

'.
,0

.然
る

^
、乙
の
主
觀
的
要
素
の
他

0

方
而 

て
，
HS
1

の
_
.本
質
を
求
め
，ん

，
t
す
る

も

.の
が
あ
：る
。

-W
ち

r[
L
ハ：同
.の
：經
.濟_5n.

3t
k

社
#

A
狀
.
L
.
は
.. 

同 

一
Jr
r
屬
の
感
情
、
一，
0

の；階
級
意
謙
、階
紙
意
恐

^

表
現
せ
ら
る
ノ
の
で
あ
：る
が
、乙
の
揚
合
問 

題
ビ
な
る
の
は
、外
的
評

®

の
要
素
で
あ
る
が
、

t

の
：外
的
評
愤
の
要

»

を

階

»
:
の
本
質
ぜ
す
る 

擧
者
が
存
す
る

。
' 

こ
の
種
賴
玲
論
者
は
屬

11
る
.

*

辑̂
ぺ
：ッ
ヒ
及
び
フ
ィ
リ
ッ
.ポ
ク
ッ
チ
が 

あ
る
？(

辟1

八ド 

.

.

.

.
:
' 

.

. 

-
, 

'へ 

' 
'」

. 

.
:
.

階
級
本
質
の
決
定

^

關
す
る
議
論
は
以

.玉
の
や
ぅ
に
錯

_

し
て
ゐ

‘

の
で
あ
る
：が
、本
；論
の 

主
題
た
る
マ

^

ク
ス

=
=

エ
ン
、グ

^

ス
.
.の
階
級
論

^

あ

S

 

.て
A

幾
多
の

.問
^

が
#
在
す
る
の
で 

あ
る
。

乙

の
己
笑
は
恐
ら
く
、社
會
現
：象
^
し
て
の
糟
觎
が
考
籍
せ
ち

^

、
こ
ど

甚
だ

少
く
、
そ

f

十一
S
 

(

茇
七

〕

舐
#
階
紙
諭
の一

考
察
：
 

■

號 

一
二



第U

十r

慕

s

i

社
命
階
級
論
のI

考
察 

s
w
.
. 

U
1
:

PD
學

說

史

的

經

歷
R

あ

S

 

.て

.
;.
%

極

め
•て
.、弱
年
な
る
が
故
で
は
な
か
ら

5

か
。
•
勿

論

古
氏

F

あ 

ぬB

 

%
、紙
會
階
級

:レ

.

て
の
奴
隸

.
は
種
一
々

.
な
る
場
合

k

評
論
せ

.ら

.れ
/2
の
で
あ
つ
た
が
、歷
史 

k

w
妙
る
一

1

の
*

'-
1

な
«

要
素

€

.

士̂
階
級
が
觀
察
せ
必
れ
た
の
は
、近
代
の
學
的
研

.究

.
k
.
M 

す
る

:0
而
し
て
鹰
史
及
び
社
會
生
活

^

あ
：け
石
.
一
重
要
要
素
ど
し
て
の
踏
、級
が
觀
察
.せ
ら
る 

^

化
至
ト
り
お
の
は

*

史
の
進
行
を

も

0

て
、
l
tt
A

—

■
即
ち
帝

.王
^

た
は
英
雄

I

の
^

動
：
 

意
恧
#
基
く

 

v
j

い
ふ
所
謂
：英
雄
崇

#
'的
进

»

か
.ら
離
脫
し
來

0

て
、社

#

生
活
の
諸
要
素
：の'分 

r

が
始
め

■£
>
れ
れ

W
代
^

*

^
:$
の

で

あ

.'*
5
:。
.
而
し
で
英

.

«與《

弹
的
史
觀
か
ら
の
離
脫

M
は
.を 

め
*

.初
R

お
い

rc
.

0
的
環

»

の一
ft
*

生
0

に
及
ぼ
す
影
：響
を
强

m

す
る
諸
論
，者

k

0
て：
 

行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

':
:
吾
々

.
は
最
も
多
く
か

s
;-
a

論
'者
^

?k

ぞ
系

®

族
の

r!
-

!

^

•出
ず
の

. 

声
あ

^

ゾ
ジ
ャ
ン

•
ボ
，
ダ
ゾ

:̂
，十

ム

ス

タ

•グ

d

^

^

v一
グ
ス
キ
ゥ

-a
ざ
は
^
の
代
表

的
論
者
で
あ

^

た
。、

#

等
は

*:
會
的
寿

»

©
決
定
要
：素

^

.
然
の
性
質
に
求
め
て
ゐ
，备

の

M

 

あ
る

f
 (

播
*-
*
九)

，：_然
谷

^

_
然
的
環

.境
：の
：人
間
社
：：會
：生
：活

R
:及
_

す

影

響

は

«

極
助
、無

目

的

 ̂

ぁ

る

の

は

當

然

で

あ

，る
。；：：，故
：代

尚

然

の

消

極

的

有

|5
1

■
v

_

k

:

A
間
：の
；積

«

朐

社

食

生

活

_
 

設
執
行
の

.方
面
が
論
ぜ
ら
る

.:
、
之
ビ

は
極
め
て
、常
然
の
成
行
で
な
け
れ
ば

/ X

ら
ぬ
ヾ

」

间
時

k
、

自
然
環

.境
の
偉
大
な
各
影
響

.の
^

識
ば

^

雜
_

#

.律
活
：
_

因
ノ
レ
し
て
の
個
人
の
勢
力

g
,

過

/b 

攻
ざ
を
認
識
せ
し
め
な

—

は
止
發
な
い
で
ぁ
ら
ぅ
。
而
し
で
、近

#

初
#]
か
ら

®

社
脅
的
並
，
 

S

政
治
的
諸
運
動
が
多
ぐ
大
衆
的
形

•態を採つ核
己は近世初

■

の

農

民

蓮

®!
宗
敎 

運
；動
，及
び
第

E*
階
«

‘⑽

0
治
運

»

を
爲
ょ

I

I
個
人

®

力
崞
作
ふ

、

0 

M

0

的
^

力
.
の
ft
#
 

生
活
め
動
因
ヾ

」

し
：で
の

-®
耍
性
魟
認

.識
せ
，じ
め
を
に
：_’至
つ
た
の
で
あ
み
。

■

か
、
る

_

#
現
|象
. 

0

Bs
a

過
程

^
お
い
て
へ
第
十
八
世
紀
の

«

«
及
ぴ
第
十
九

®

紀
R

‘

いV.:

階
級

.は.
.1

の
«

#: 

生
.活
.业
_
の

il
t

要
な
る

0 
0
.
M
る
る

€

が
0

め
ち
る

、

R

つ
た

0,
-
で
あ

.る
。
.
而
し
て

乙

の
階 

紙
の

f
f
i要
性
は
階
紙

.現

.

.象
を
の
ま
ぬ

^

0

し
て
諷
め
ら
れ
た
以
で
は
な
く
し
，
換
言
す
れ
ば
、
 

階
級

©

本
®

に
關
ず

.
る
科
，學
的
；研
究

.̂
括
；g

れ
.
た
の
で

.
：3
な
く
し
て
、實
際
社
脅
生
活
に

か

け 

る
階

®-
對
階
級
の
闘

#
:が
認
識

#

ら
れ
、む
れ

’
が
腺

&

の
.
推
進
力

€

し
て
ゅ

lr
;
3s
;
性
力
主
沿

^. 

ら
る
、

0

至
つ

^

の

裏

谷

9
Y 

■

雁
逝
推
進
力
ど
し

セ

’
の
階
級

_

银
は

IU
'

然

®-
境
史
狐
か 

ぢ
肺
會
的
經

»

的
史

«

へ
：
0!
推
_

2

沁
起
つ
：
た
の
で
お
つ
圮
。
：.
.乙
0.
爾
者
ば
マ

.
ダ

ク
ス
に
、
 

至
分

9

、
_
物
離
糧
も
階
級

»-
_

說
ミ
し
七
線
合

.的

.
體
系

.に
紺
織
化
せ
ら

■れ
た

.
の
f

あ
■る
。
.
故 

te
^

ル：
:̂

ス.
說
は

;̂
@

歟
に

梦

い
“

卞
八
埤
紀
及
び
第

_十
九
世

^

の
社
會
學
的
思
：想

.の
ー「 

S

t

s
 

C

I

S
舳
•#
階
紙
嚅

一

蜜

寧

ニ

キ



飯ii

十ii

卷

(

容

8*
:

赂
#;
'
階
緲
_
の
ー
#-
'

#

蓮

：號 

一
四

線
：合

^

見

る
M
-ヒ

が「

出
來
を

.
ゆ
で
あ
る
。

§

5

〕

丨」

:

•.
.
. 

；
:

:•
そ
の
.
.

I
:

先
*

者
士
見
る
べ
さ

も
.
の
^
、で

ダ
f

フ
，
ダ

.ス
' 
ブ
ー
が
あ
るc. 

S

.一『

V :

彼
.は
階

.級
_
 

爭
は

食

S

て
、唯

，

で

ば
在

い
が
’雁

敗

進

行

動

因

の

I. 

_
象
.形
®

を

見
/S
の
で
：あ
る
o(

勿
論
、フ
一 

.ダ
ス
ン
k

ょ
れ
ぼ
、こ

の

闘

爭

は

高

度g

國

家

晚

統
‘：
-
狀

態

化
編
：
v>
:
て
は
終
焉
'ず

.ベ
&

も
の
で 

あ
■

乙
、
の
闘
S

當
事
者
は
.：所
•有
及
：.び
職
_業
的
碑
册
：が
&

發
生
し
た
獅
會
：

_

級
的
勢
力

0
 

0

M
み

^

の：で
あ
る

.？
而

Q

nr
i

な
©

階
級
闘

#

は
'
自
由
的

_

步
的
の
，も

の

で

あ

を

が

故

^

祝 

Jf
す

へ

さ

も

の

で
fc
^

從
つ
，
て
國
家
の
，
•

務
は
' 

_

#

#る
階
級
の
‘
一
が
絕
»

的
’優
勢
を
示
し 

て
.、球
制
ま
た
は
無
政
府
狀
態
紅
發
生
せ

P

め
f

た
.■

、
一
 

階

級

の

優

勢
マ
し
s

s.
乙

ビ

を
防 

止
す
る
代
あ
る
。

乍
併
、̂

,
グ
ス〔

ン.
の
階
級
報
闘

' 說
：は

0
於

•

ぼ
、後
代
發
服
し
た
や
ぅ

•

階
：
 

級
0

«

を
.唯
一
の
社
食
發
展

S
,

動
齡

•

じ
、歷
史
に

私

げ
^

踏
'級
關

#

を
を

e
.

木
可
勝
の
へ
漱
態 

^

し
_

證

法

的

原

®
k,
從
つ

' 
,

發
靡
す
る
ど
す
备
费
徵
を
缺

VI
て
ゐ
る

V

 
. 

0

锻
を

.
嫌 

的
事

®

即
ち
財
產

.所
荷

.者
？
無
産
者
、

*

本
a

ビ

勞
.

者
の
間

_の
«

立
k

‘求
め
や
一
ぅ

ノ
レ
•

る.階 

級
_

爭
の
现
論
は
伊
太
利
の
法
學
脊
フ
ィ
：ラ

；

 ̂

 ̂̂ 

 ̂

M
.
0
0

 ̂

^

0

k
 

-
m 

.
^
u 

ゆ
る
。
.ハ辟m

l
)

彼
0

從

^

ば
、獨

.；立
：：
0
:賃
銀
勞
働
者
が
所
葙
者
階
級
ミ
宥
和
し
得
ざ
る
對
立
狀

1

K
あ
る

:
の
で
あ
る
。ぶ
彼

:®
'名

，

R

#
業

的

：
ブ

.ロ

 

V
タ
リ
ヤ

' 

を
意
味
し
た
の
で
あ
ウ
た

。

' 

 ̂

’

佛
蘭

.
W
の
國
法
學
者

^

ャ
.
タ*

ネ
ッ
ケ
ェ
ダ
-—
-一
 

セ

-
,
一
一

 _
_
_
ー ”̂

©

四)

：は
階
級
睛

0

ni
に
お

け 

る
敗
营
る

-
學
說
を
主
ノ
張
し
て

I

O

彼
は
：親

»

的
K

蒗
カ
爸
る
階
級
が
同
時
に
政
治
的

k
 

も
，支

*

的
階
級

.た
备
乙
ビ
を
主
張
む
尨
。

.
彼
k

從

.へ.
ば
、少

»-
'

の
人
間
が
地
泳
，

*

に
分
布
せ

*
 

れ
、而
し
て
彼
等
ば
法

.雜
、殊

)

R

财
库
法
を
制
寒
し
て
、抑
»

階
；
*
 

對̂
し
て

0

a
を
防
衛

.す
る
の

- 

で 

あ
る
。
 

然
6;
.
fc
.無
產
激

W

荷
利
な

§

法
#

は
ft
ff
i
:u
な

S

の
で
あ
る
。

.
：侧

_

,西
大
革
會

0
 

時
代
は
及
：ん
で
は
、

&

の；急

_

的
：分
字
樣
隙
級
闘
，爭
論
知
高
.唱

し
^
ヴ

ホ

く

士

マ

ラ

.ァ
は
個
人 

の
政
治
的
態
度
は
彼
：

'の：物

®
.的」

刹
.翁e

:

'̂-

ゆ
：9

決
定
せ

'ち
る
、

く
し
見
.：從
つ

.て
階
級
を

•ば
種
.々
 

な
る
經

W

的
利
翁
の

.負
擔
者
ビ
し
仅
の
で
あ
る

V
.
. 0

0

級

&

相
互
に
闘

^

の：.
狀
@

k
あ
A
 

者
.は
.■貧
者
を
摊
取
せ
ん
：

.
s
. 

b
、貧
者

!.
*

富
者
の

.
富
を
奪
取
す
る
。

た
じ
闘

#

の.み
こ
の
到
立
狀 

0

t

解
消
す
る

乙

も
を

#

る
‘
の
4

で
•他
役
手
段
は

*

•
じ
な

s

o
故
に
踏
級
圃
讲
は
不
：

W

,
 

1r
あ
坨
歷
史
の
過
程
を
決

^

す
：る

”
唯

1
、

の
.
-手
段
で
あ
る
。

.

而
し
て

w
 

A
グ
ユ
ン
。マ

r.

レ
シ
ャ
ダ

F 

ょ
^

^
 
軟
戰
せ
ら

*
、パ
.ズ
々
フ

k

ぶ
^

tr
*

#
fc
m

^
每
_
 
尨「

爆
參
 

_
o-
;

l:
言」

ば
*

^

^

M
 

'
笫芑
i

l卷

(

六
0.
1)

il
i
v審
齡
の

F#

齋 

第五號



-

#
二̂

着

^

■

:°
她
蘿
漱
論

2

教
察
'

筋

辱

.1

戈
.

^

zv
の
诚
龈
を
表

.讲
じ
セ

0

る
，1

.私
有
財
，觀
、麻

產

：

の
：：

差
異
.即
.
.ち
導
#

^

1S
源 

.で
，ぁ

る

,°
:
而

じ
M

階
級
，ぼ
：̂

取
者

ぎ

被
#
.取

者
^

.

#れ
、*

者

は

ま

入
^

し
て
へ
支
*

考

た

す
a
 

裁

は
J

f

m,ほ 
'し

で
ft
突
BE
S

者

で
*

る
M

而
も
’て

支

配

者
^

上

つ

て

形

成

ぜ
F

れ

た
rl
r

民

サ
*: 

治
迦
&

铙
敎
_

織

ぼ

跑

存
^

«
蓝
義
釕
神
_

化

ギ

谷

以

外
.の
.：何
^

彼

の

歷
0

0
 

m
至
る
着
極
.め

て

ゴ
,

タ
ス
I
的

見

解
h

近
い
の
で
あ
る
。；
原
始
的
狀
態
は
へ
*
摩 

主
義
.セ

’震

た

。
：
然

る

_

!
有

：#

摩

は
V

M
始

的

哥

豢

を

：
崩

瘦

せ

し
，：

め
：涯 

I

O
 

«:
章

の

發

鹿

は

必
.然

的
,

原
始
的
.狀

態

化

雜
^

達
，_

る

：の̂

漆
る
0

，

せ
な
れ
ば
、ブ
龙
ド
々

リ

か

の

难

命
^

ょ
.
0
:淮
、原

始

的

带
も
狀
態
を
再
建
，̂

、階
級
'を
：鬼
观
レ
て
、無

階

級

«

會
考
建
鞞

す
，在
が
ら
で
あ

s
o
;
:
'
.1
.
-'
;
>
:;'
'
'
:
.

,/
.

ふ

.

.

，'
、
：ソ，

'
;
-
:へ，
：：；

—

，.

;

i;

.

ン

. 

‘ 

.
 
.
 

, 

C 

.

.
: 

,■ 

■
-
 
J 

. .
' 

,
; 

. :‘

.
-
'
'
-

■

■.
.

，
タ

 ̂
.コ
パ
ン
俱
樂
部
の

s

s

A

火
ナ

ガ

ダ
务
球

南

®

濟
狀
：
態

.®
變

遷
.ど

階

級

秩

序
®

變
：
 

遝
の
ニ
'
致

を

發

見

，

て

ぬ
る
ゾ
原
始
的
民
主
绝
義
は
忠
她
所
有
の
：.寒
_

_

級

S

於
核

,

廢 

せ
必

難

經

濟

的
.隸
Ji
tt
断
建
制
.度
.の
支
*

階(

級

it
»

.t

.
る
；貧
者
の
：政
}治
，的

職
厕

を

招

來
す
る 

•
k至
ク

だ
。：
小
工
業
的

®

勉
、マ
ヌ
フ

,

ク
ト
ゥ
グ
、商
拿

.及
ー
び
エ
業
的
財
產
は
社
#

の
下
層
：階 

級

お
む

て

蔣

濟

的

勢

力

を

獲

得

せ
1,
め
、政

治
ic.

:4

tt
K
>
.自

f
t .ぐJ
勢

力

6

を

得

せ

し

め

：
こ

の
で

あ

0

 

f

e

o英
國
並

k

儆
1

西
.
K
為
け
を

.革
命
は
新
民
主
主

.義
を
闘

.

.び
耿
つ
た

0:
で
あ
る
。

以
'上
の
數
例
集
げ
た
や
ぅ

.
技
、佛
蘭

w

m

#

_ft
R
,為
い
て
、歴
史
上

k
.
.お
け
る
階
級
現
象 

の
重
要
性
が
認
識
せ
ら
れ
た

•
の
で

.あ
'
つ
.
た
：が
、爾
繭
西
革
命
自
.體
：は
#

な
.、る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ィ 

の
«'
治
的
苹
命
並

^

騰
會
的
改
荜

^
,過
ぎ
：念

か

0
,
-
eの：で
を
る
？

か
—

0:
如
く

1>h

第
三
.， 

級
ど
し
で
は
そ

©

#
龄
的
自

’幽
ミ
提

:̂
.經
»

的
自
虜

^

_
#'
し
た
の
で

fe
'

ム
、そ
れ
.
.の
：み
で
滿 

.足
'
し
た
の
で
あ
る
翁
、爾
餘

0.
社
#

階
：級
：g

令
の「

核
^

載

足

し

な

か

富

の

：.
'は
、齡
：史
'家
.の
明 

a

k
說
く 

み
^

“

 

o

,
こ

の

社

會

眾

安
0,
:
條
：：数
_

察
し
て
、社
會
-發

達

の
»

因

-2
:
.
.
深

く

研
 

究
し

«

蘭
西
社
會
學
中
途

;̂
_

v>
:
:炫
A

碎
謂
 
ー

¥

¥
 X

伯 

サ
：

\

•
シ
.モ
：
yf
ĉ
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ィ
、ボ
ナ
パ

•ル
ト
論

」

^

か

け
る
小

.農
階
級
論
浓

f
)

見
、矛
盾
の
や

>
9 

k見 

え
る
け
れ

V
j

も
、階
級
柳
成
の
條
件

€

喈
級
構
成

0,
過
'
.程
^

關
；す
る

^

^
ク
シ
ズ
ム
の
解
釋

^
 

ょ
つ

V

大
方
卿

.決
す
る
が
如
く
で
あ
る

.0
Z

れ
奋

の

諸
黙
を
論
述
す
る

^

先
P

立
り
て
先
づ 

如
何

k

階
.級
が
發
達
し
だ
が
は
關
す
る
マ

ダ

ク
ス
ー

M
n f

ズ

ゲ
ル
ス
說
を
研
究
す

3 

i 

Z

ろ
が 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

f
c 

.

.

.

.

4 

:

然
ら
ば
、階
級
は
如
何

-̂
し
て
發
生
，し
た
か
。：

:

汰
：
ン
ゲ
灰
ス
，は

こ

れ

答

へ

て

い

ふ

々

..
:

.

「

_

會
が
榉
取
階
：鰍
ミ
被
播
：

.収

.階
：級
、支

»

階

®

さ
被
：支

.g

階
級

k

分
‘れ
た
の
は
、前
：代
に
：為 

け

る

生

產

の

實

聘

な

る

發

達

か

ら

生

'じ

位

必

雜

ぬ

結

:*
:で
：あ
つ
た

9
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第
ご
十
二
卷(

六
U

O

Vへ社#i

紙
踰
の
ニ
考
察
： 

第
五
'號 

三

四

ベ
て
の

-A
の
生

#

k
必
要
竑

S-
:

も
-
の
：以

外

^

は
、極
め

.
て
僅
か
の
餘
剩
し
か
：產
出
し
な
：ぃ
間 

は
，從
つ

.
で
;
.«*
•

#
'̂
II
:
の
.大
.条
數
：
;̂
.終
.
.日
.
ま
/2
'
:は
殆

.

.んV
j

終
：1
1
.努
働

^

從
事
ぃ
し

.な
\
.け
"れ「

ば
.
な
：
 

ら
な

S

間
は

»

會
は
必
然
的

^

擻
踏

.級
^

分
た
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち

«

ら
勞
役
^
服
す 

る
.
大多

..

歡

0'
人
：々
：

の
： .

外
ic
.、直
接

.生
へ
產
か

ら

免
れ
て
社
食
の
一
般
的
任
務
即
ち
等
動
の
指
»
、
 

B

家
の

®

務
裁
到
學

ra
藝
術
等
に
從
事
す
る
一

,

級
が
生
ず

.

.る
。
故

^

階
級
の
甚

0

を
な 

一
す
も
ぬ
は

•
分
勞
の
原
现
で
あ
る
。

」
(

黯
九

,°
:

.

‘：」

社
會
的
必

■
要

ヒ

ょ

奋

分

勞

®

結
’果

が

ft
t

i

a
を
發
生
娘
し

^

な

5

す

.る

說

の

外

k

ェ
 

ン
ゲ

>
 

ス
：は

-狗
ほ
他
の
階
級

«

瑪
の

.
原
因
を
：_

明

し

^
ね
る

::
?
。::
:
: 

. 

,
.

.

「

か

、
る

階

«

桃

成

*'
並
ん
：で
、今

-
つ
：
な
階
：»

權

成

が

行
：は
れ
た
？
農

#

家
'族
：內
ド
為
け 

.
る
.屈
射
的
分
勞

.は
‘清
，が
一

:
定

の

階

段

^

到
達
す

.
る

？
、「

人
：乃
：至
；«
.
人

の
.
.
.
家
.族

外

の
•
勞
傭

：

力 

fc
取
入
れ
る

乙

V
J

を
可

能
な
：
ら
し

.め

た
。
：
，

•
，‘
生
.產

は
太
い

_fc
發
.展
し
て

〕

今
や
'人
間
の
勞 

働

力
は
，そ
れ
自
身

の

®

な
-
る
*

持
.̂

必

要

夺る
：：

以
上
を
產
出

.
し
#

る
k

至
っ
た

0
：

：

:

乙

、

R
 

 ̂

S
.

て
勞
働
力
は

.一

の
®

値
公
得
た
。

け
れ
ど

^
 
tM

己
.
の
弗
產

.體
あ

.
ょ
び

是

れ

の
所 

属
す
る

.聯

合

體

は

何

等

，
使

：
用

し

得

；
ベ

S

過
剩
の
.勞
働
；力
を
供
給
：し
な
.
か
，'
つ
た
，。

乙

れ

こ

反

し

て

戰

#:
は

乙

れ

を

供

t

し
：だ
。

.

…

し
か
し
今
爻
で
は
戰
哿
の
捕
虜

-を
利
州
す
.み
方
法 

が

な

か

つ
た
の
で
、

*

等

は

た
<

撲
.殺
.：辛

れ

る
0.
ほ
；か
*

か
.つ
た
。

も

つ
、，J
a
.前
^

は
こ
れ 

を

人

は

喰

つ

た
.の
で

あ
る
。

然
る
に
4

:や
,

達
せ
.ら
れ
た『

經
濟
狀
態』

の

階

段

ド

今

は

、
 

乙

れ
ら

の

捕

虜

は

一

の

價

値

*■
得
る

k

至
：
っ
■

も

乙

で

人
は
乙
れ

fc
生
，か
し
.で

置
ぃ
：て 

を
の
勞
働
を
利
用
し
た
。
，：，

.
：
$

、
に
奴
隸
：制
：度
が
案
：出

さ

：れ
：だ
。」(

|

资 

か
く
の
如
く
一

.方

に
^

S

て
は

-
»•
會
內

&

■
#
げ
i

生へ產、カ

-
發
^
ぃ
の
：
結

舉

：ミ

し
_て
_
の

分
怒 

V」

こ
の
生
產
力
の
進

步

R

.1
ょ
る

外
敵
の
奴

*

化
，ほ

よ

:o
て
階
級
，ば

：：

薇

生
：
藤

'の
で

あ

る
b

人 

間

は
そ
の
古
代
か
ら
階
級
を

.有
じ

_
て
P

た
。
，
.
.
マ
ダ

ク
ス
は

「

共
*

霉
：宣
言

」

^

今
い
て

「

從
來
；の
：

す

. 

ベ
て
の

_

金
の
歷
史
は
階
級
闘
敏

-0
.
歷
、史
：岸
あ
る」

&
 S

つ

て
P

る
：麫
人
間
は
>

c
の
•

め
か」

ら 

階
級
を
布
し
た
の

'で
は
な

' S
。
：

策
十
九
世
紀
：後
^

の
.
原
始
.

®
會
.の

研

究

は
こ

の

こ

を

：W

か 

k

し
た
。

故
k

工
ゾ

ゲ 
>
 

ネ
は

右
一
g「「

a

言」

の
著
，：名
a
'
る

寒

章
^:
«

し

て

、
原

：
始

共

產

制

.
崩

«

以( 

後
の

II
:
會
の
歴
史

7X
P
,
ビ

附
註
し
た
。
即
ち
記
錄
化
殘
づ
て
ゐ

‘

ー：切

_

«
會
'は
今
：日

^

_V. 

た
る
ま
で
階
級

0

立
の
社
會
で
あ
る

 > 

然
る

^

マ' 
摩
ク

^=

 

H

ゾ 

'ゲ
,

ス
は
.
*
代
並

、
k
中
10
: 

の.階
級
及
び
階
級
闘

#

0
關
す
る
。研

究

は

^
 

^
の
で
あ
る
。
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彼
等
の
階
級
研
究
ぼ

®

,

ゎ

て
資
本
制
的
，社
會

.
^
.お
け

-5
階
級
で
あ
る
.
主
ミ
し
て
ダ
ル
ジ
ョ 

ァ

ジ
^

ぐ

」
ダ

ロ：
 

V
タ
y 

J

 t
e關
：す
る

研
：究

で
あ
る
。
彼
等
は
近
代
资
本
制
的
社
富

‘

い 

て
こ
の
二
炎
階
級
の
み
を
認
姆
や

5

ビ

す

る
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
階
級
以
外
の
踏
.級
は 

資

本

ガ

#

會
の

^

&

€ -
n
v
f
e

 k
:

考
.の：
何
れ

.

か
.
K

is
す
る

^

至

C
N、

資
.本
制

.社
會
の
最

■%
:

發
達 

し
ナ
こ
乙
ろ

k

は
る
れ
ら
の
ニ
太
踏
級
が

«

敵
霸
す
る

_

營
K

分
れ
る
。
故

k

彼
の
社

#

^
 

考
察
は
主

V
J

し
で

乙

^

'̂
0

1

一
階
難

.

向̂
け
&
れ

で

ぬ

る

の

で
あ

る

々

'：

乙

、
^

い
ふ
ブ
ロ
：

V

久
^V

ャ
.
及
び

K

次
ジ
メ
ァ
ジ
ィ
を
は
何
：を
意
味
す
る

)

か
0

エ
.
ゾ

ゲ
ル 

ス
は
そ
の
語
胍
的

.寂
義
を

「

空
想

.
ょ
か
科

_

ゎ

©

社
#

主
：義

' g「

#

展」

ゆ
英
譯
版

0

次
の
や
ぅ

k
 

說
明
し
て

P

る
。

「

封
雞
時
代
の
初

.

_

^

%
s
「

で
は
：變

1[
:

業
を
行
ふ
：特

權

.2
:
領
.ま
：か
ら
得

/2
雜 

il
は
舊

HL
の
城
下
の
一
，地
無
ま
た
は
領
主

@

武
土

0

を
の
生
で
ロ
夜
見

m

:t
t

る
城
壁
や
塔

. 

k

ょ
つ
て
外
敵
の

'攻
擊

か

も
防

*

き
れ
：て

P
る

一

地
激

k

s
ff
i

L
/s
o

.か
ぐ
：
て
形
造
ら
れ
、防 

ff
さ

れ

た

W

は
佛

®

而g
i

で
.
は

cr
o

l
獨
乙
語
で
は
き
ぶ
ス
コ
ッ
，ト
ラ
ン
ド
顏
で
は

cr
l

tr
莱 

語
で
は

b

§

i

ど
呼
ば

^

た
。

そ
な
杈
住

/t
で
ゐ
る
正

’當

の

資

格

の

あ

る

エ

[£
、エ
人
及
び
商 

A

.I
J
:フ

ノ

シ

T 

€町

献

*

侧

普

ミ

し

て

*»
ブ

ガ

f
 m 

T
ジ
イ
、€

哼
ば
れ
，
た
.。

诗

の

輜

過

ビ

兆

k

多

く

の

W

は
：軍
獨
で
ま
た
は
隨
結

.的

k

各
々
領
主
の
.强

«

k
,反
杭
し

#

る
だ
け
強
大
.ビ
 

な
つ
た
。

而
し
て
領
主
同
志

★

た
は
：國

H*
V
J:0
闘

#

k

4
 

S

て
勢
力
の
；：

I

つ
.て
.
ゐ
'
る

場

合 ̂

は
、そ

の

獨

立

'を
確
保

>
4.た

^

ど
す
ら
あ
る

.0
を
れ
の
み
な
ち
ず
、町
€
町
ヾ

」

の：間
の
生
康
物
の 

交
換
が
發
展
し

‘始
め
る
ど
、エ
匠
ご
商
人
ど
は
そ
の
商

ult
n

k
對
す
る
增
加
し
た
#

要
を
充
從
す 

れ
め

it
他
人
の
勞
働
を
も
必
耍

y
j

す
る
。

乙

の
#

«

は
、全
然
領
主
の
自

.ff
l

k
さ
れ
ー
て
ゐ
た
田 

舍
の
隸
農

k

ょ
つ
て
熱
心

k

充
た

さ

れ
.た
。
'
彼
#

の
多
く
は
鬼
縛

^

れ

て

$

る
，許

ぅ

で

な

く
 

• 

餓
死

—

3ギ

ぅ

次

、豐
饒

.な
：田
：園

：か
ら
逃
れ
て
，町

R

避
，雛
し
、を
.こ
で
彼
等
の
以
前
の
仲
間
の

_隸
：
'農
：
 

k

使
は
れ
て
幾
何
か
ょ

l r

生
活
を
し
.幾
何
か
の
肩
由
を
も

#

|2
。

か
く
て
奪
掠
的
の
商
人

®
 

級
で
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ

>
 
ジ
ィ
の
形
成
ど

.共
-
k
.
:
.
K
.

マ
、
”

^
 ̂:

ャv
j

名
づ

-け

る

被

奪

«

的

賃

«

榮
：
 

働

階

級

.が

起

り

て

來

た

.0
即
ち
彼
等
の
勞

«

カ
».外

^

«
も
の
：
.を

：：％

所

.
苻

せ

ず

、
そ

：
の

生

'
洁

t

 

維
持
し
、そ
の
子
孫
を
生
む
た
め

^

は
、勞
働
力
を
寶
ら
な
け
れ
ば

‘な
ら
な
い
所
謂

.
^
zrl
l

A
の
附 

■&
が
.起
つ
て
來
た
の
で
ぁ
る
。
ブ
ロ
レ
タ

”

ャ：ミ
，

s
^

語
は
ラ
テ
ン
詔
の

"0
”0'
^

2
が
ら
起
つ 

て
來
た

.の
で
、子
孫
を
意
味
す
る
。：

乙

:0.

語
'は

»

め
^

:ォ
マ

k

お
い
で
所
有
物
ー

0
皆
無

«

る

^「

. 

拘
ら
ず
、國
家

k

對
し
て
子
孫
を
：生
む

.：

”

ふ
價
値
が

^

る
。ぐ
い
：ふ
の
で
、セ
ル
グ
ィ
ユ
ス
•ッ
リ 

m
ニ
十
二
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S)

社
會
階
級
論

0
1_察 

浓
波
號
：

！！1呶
'



邻

ニ

十

ニ

卷

C

六
ニ
：四> 

社
#
階
极
論
：の
。
1
_
:
\ 

蜜

，號

.

三
八

ゥ
ス
の
8

勢
餅

奔
冲

k
 

p's
w
a
n
i
:̂
し
.て
»

へ
ち

：れ
^

階
'級
^

用

ゐ

ら

れ

た
'0
:
で
あ
る
。」 C

塑

.
-

1
) 

“

ゾ
ゲ
グ
ス
は
何
ほ
？を
の
共
產
黨
：宣
言
草
案
：の
.中
で
雨
：階
淑

^

^

て
.ゐ
る

。

即

ち

「

す 

，へ
てg

文

明
#

k
食

い

て
、才
ベ
て
の
生
活
資
ー
料
.？

ノ
マ
の
.
.
產

出

化

必

要

な

る

原

料

：
並

け

器

具(

機
丨 

補
及
び
：

H

場

.¥
細
代
排
他
的
ド
所
有
し

P

ゐ
，る
大
資
本
寒
の
階
級
が
あ

」

る
0「

乙

れ
が

.ブ

y

ジ
n 

ァ
■階
級
ま

,/
2

は

ブ
グ

ジ
ョ
ァ

ジ

ィ

で
あ
る
。
^
幾

,

'「K

 

口レ：タ
リ
ャ
ビ
は

f

の
生

®

維
：持
を 

取
技
今
の
勞
働
の
贩
寶
の
み
か
ら

#

て
ゐ
：
.て
、あ
る
資
本
の
利
櫚
か
ら
得
て
ゐ
な
い

«

食
階

«
 

で
あ
る
。

そ

の
幸
福

.も
-を

の：
悲

哀

も

V

の
生
死

彥

の
全
體

‘の：

生
：
存

も

勞
；.

働

を

.對

す

る

®

粟

. 

代
依
：存

し
、景

氣

不

t
氣

の
.
變
化

ド

ょ
.
6、無
拘

束

な
：：

競

：
雙

の

.
動

*
は
依
：#
.
:し

.

て
：：

ゐ
る
：階
：級

で
あ

る

-
l
r
k
.
し

て

V 

.
へば

'
フロ

.：
レ

タ

リ

ャ

ま

た
は
：：

ブ
ロv

レ
' 
タ
ソ
リ
"
.
^
ル
：，
嘴

級

，
は

第

+

九
：
11
1
'紀
：
0
.

勞

#

者

階

級

で

あ

る

0」

<
藍

5

''
^

の
定
義

'は
.言
塬
：的
定
：_

代
辑
 

ロ
レ
タ
リ 

ャ
k
 

k
フ

ル

、シ

,
ァ
ジ
ィ
の

-

®義

て

あ

る

。

即

ち
產
：業

革

命

0
,舞

.竭
：中
化
發

「

生
：じ
：た
兩
喈
級
、
 

k
:つ
い
て
の

.定
義
で
あ

6
、前
の
定
義
及
發
達
過
程
に
為
け
る
，兩
、

.階
：
.級
：の：

$

義
；で

.；あ
：る
。

：

•

フ
パ

ジ

n

ァ
ジ
ィ
は
，近
代
社
兪

R
背

け
：る
發
達
で
あ
る
。

.
r

ァ
メ
リ
力
の

■發
見

#

a
峰
の
.廻 

航
-は
、
名
の
.新

興

の

ブ
^

ジ

.3
ア

ジ

イ
k

對

し

て
'新

ち

し

い
，
地

盤

を

作

っ
/2
‘の

，で

ぁ

っ

た
：
。

」

5

而

し

て

ブ
X

ジ
ョ
ァ
ジ
ィ
の
發
達
は

i
,れ
を

1

テ
w
 

k
分
つ
て
見
る
こ

v
j

が
出

.

.來
る
。
即
ち

/

\

ジ

3

ァ
ジ
ィ
が
封
建
制
度

V

J

W制
，王

.
固

の

制

度

，
の
，
下

に

.あ
い

V
、

階
級

ビ

し
て
*
成
さ
れ
つ 

、
あ
名
游
，一
沏

S
、®

R
陪
»

せ
.じ
て
桃
成
せ

.ら
れ
：
»:
*
.を
ブ

ダ

ジ
.

3

T
ジ
.ィ
の
社
會
た
ら
し 

ひ
べ

く

封
：建
主
義
マ」

王
制
せ
_を
.願
«

し
^

®

.一.一
 

.期
で

あ
る

。(

tL
IL

i

y

,I
J
ハ
產
.■
宣
言

J

R
お
い
て 

は
、こ
、
、

R
 

S

ふ
第
ナ

_

を
ニ
分
し
て
、初

_

の
ブ
ル

'
ジ
'
,
ァ̂
ジ

.ィ
_

-

ざ

：ジ 

一
.

T
ジ

ィ

$

し
、第

三

期

を

近

ー

代

機

，槭

生

產

減

に

诗

界

市«
:發
見
以

.後
の
ブ
ル
ジ

.n
r

ジ 

■ィ
.ビ
.し
 

V
Iゐ
る
。

(

蝕
五
六)

.

.

'

:

.

;

,

 

:

;:
•

、ブ
ル
ジ
，ョ
ァ
ジ
ィ
の
發
達
は
ま
た
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
の
發
達
で
あ
る

:0
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
生
產 

は
.ブ
ロ
レ

.，タ

：リ

ャ

的.人
的
要
素
を
必
然
化
齄
達
：せ

'-
5

め
る
。
：エ
ン
ゲ
ル
ス
が
英
國

k

o

¥
て 

研
究
し

^

v
j

乙

ろ
o

る

ぐ」

ブ

ロ

レ

タ
J

ャ

の
種
ー
別
ま
ょ
る
發
達
は

先

づ

製

造

1

業

，
：
勞

働

：
者

、 

次

^
製
造
工
業

^

源
料
ヾ

」

燃
料
、、」

を
供
難
す
：ベ
き
産
業

^

勞
働
者
、次

k

エ
業

k
，ょ

っ
て
影
響 

3

れ
た
燦
業

R

キ
け
る
勞
働

.

第̂
：四

f
e
:ァ
ィ
ル
ー
フ

X

ド
，が

ら

の

移

住

勞

働

褒

で

ぁ

，る
ス
i

七
V 

而

し

て

普

麻
R

ブ

ロ
，
レ

タ

リ

ャ
ビ

,1
/'ふ
場

合

k

は
製

造

^

業

の

勞
«/
者

を
«

味

す

る
乙

€
は 

エ
ン
ゲ
ー
ス

.
の
定
義
の
如
く
で
あ
る
。

而
：し

^

、ブ
：ヲ
レ

.：タ

け

：
ャ

の

發
_

は

ブ

,
ジ

3

ァ

f

ィ 

笫
ニ
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勢

階

級

愁1
#

察
：

m-
3i
:
號 

叫
0

「

の
.齊

f

伸

ら

I

:

:產

：制

、

h

■

的

手

工

業

制

、機

械
i

卿

の

生

產

の

發

速

過

«

こ

伴

0 »
て 

發

達

す

5

0

1

6
 

.
即

I

 

f

ョ
' 
ァ
ジ
ィ

_

資
本
が
：發

達

す

る

f

の

同

じ
割

'ハ
を

も

レ
タ
ソ
：ャ
如
|

#

|

 

レ
.タ
リ
ャ
は
感
働
を 

見
出
.

1

間

す

1

1

梢

？

た
.そ

s

m

が
，資
f

僧

大

す

る
f

い

^

t
 

事
.を

見

出

す

M

ぢ
が
哗
來
る
.。
.
勞
働
.者
域
自
身
を
切
寶
し
な
け
.れ
ば
；な
.ら

衣

lr
の
一
で
、あ
ら
ゆ 

:'
p

r
 

- 

<
 
一
，，
0

の
ぼ
す
で
あ
る
9 

, 

■

て
競
^

上
の
.
諸

變
f

II
I

®
內

ゆ
0

0
 
0

ビ 

セ
f

さ
れ
，る
.
零

あ

る

。」

I

s

 

,ブ

P
Vレ'
タ
，
i

 

I

I

#働
’力

以
外

i

の
I

 

?

 

J

。

彼

は

で

あ

る

。

近

代

K

ロ
，レ
'
タ

ミ

"

一
m

l

味

2

 

l

l

l

u

，

I

ク

ス

？

の
？

I

し
て
次
の

" 

4

い
つ
：w

 

^
る
：：。

I

'

の

f

.化
k

つ

い

て
：I

幣
I

I

-

'
商

.

I

場

貨

出

f

 

似
渚
を

.見
：出

す

い

ふ
：
乙
：
i
が
必
要
；な

.' 條

件

ミ

な

る

の

で

あ

令

て

：ビ

：の

向

«-
|

?
い
ふ

i

ど

 ̂

は
. 
一
i

.
の

S

奮

る

。
，

I

勞

I

ま

な

る

ぐ

し

て

、彼

れ

の

I

f

 

b

れ

し

s

f

る

I

s

、I

方

ミ

他

人

i

質

す

ベ
さ

何

等

の

商

f

 
I

ネ
：せ
：
す

徒

手

空

举

、彼

れ

の勞

働
，力

の

；實
：

現

必

要

な

’る

J

切

の

も

の

か

ら
0

b
 

J

な
つ

ぼ

る
.

^
で
あ
る

'。̂

_
ハ
.0
^

:
ノ

'
:
'
, 

: 

.
'
.
;
'
L 

.

」
：

：

.

.

.

6

れ
が
近
.代

社

會

狀
4

け
る
：ズ

,

ジ
“

ァ
ジ
ィ
及
び
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ

.の

.狀
態
で
あ
つ

2

 

等
は
互

0

相
敵
對
し
て
階
級

_

爭
を
行

0
.て
ゐ
る
の
で
急

.る
。：
而
し

•!
:
ダ

グ

ジ
ョ

T

ジ
バ
ィ
は 

今
や
支
：
*

階
級
ぞ
し
て
榮
え

n:
ゐ
る
の
，で
あ
る
。

.
八

.：

'
階
.級
鏃
達
の
過
程
は
：双
上
の
如
ぐ
で
あ
：る
が
、何
が
階
：級
を
構
成
す
る
か
の

.問
爾
が
：未
だ
殘 

s

v

 Q

る
。
' 

マ
X

ク
ネ
は
朗
代
述
べ
た
ゃ
ぅ
は
、

「

資
本
：論

」

S

一
 

卷
敏
ニ
 

*
の
最
終
の
宽
で
现

： 

代
資
本
制
社
會
の
階
級
を
地
主
；、資
本
家
、勞
働
者
は
分
ち
、何
が
階
級
を

_

«成
す
る
か
：

Q
.

問

雪
 

起
，し
て
ゐ
：
る

が

彼

は

ま

&

Z'

の
問
题

k

SI
L

て
答
へ
る

乙

ビ
が
本
か
つ
た
の
て
あ
る

*。

マ

\

 

ク，:

ス
は
己

-n
k

續
く
文

#
. 

Kお
い
，て
、な

V
.職
業
が
階

»

$
看
做
さ
る

-
ベ
.き
で
な
い

ビ

い
つ
た 

^

過
ぎ
な
い
。
醫
邮
、辯
晴
士

«

術
家
等
：の

«

業
：は

4

れ
.自
體
で
は
、

.

一.

の

特

殊

階

：級
：を

形

成

す 

る
も
の
で
は
在
い

€
同

«

(t
、_

會
的
分
勞

Q
.

鲭
舉
成
立
し
た
利
益
並
ド
所
有
範

f

階
級
-を 

形
成
す
る

も

の
で
は
な

n

故
技
鑛
说

.

有
者
、馨

■

の
所
有

S

林
の
所
有
者
も
、石

.H

も
：
 

大
道

%

纖

維

エ

業「

勞
；働

者
も

熥

窠
0

造

#:
:働
：者
.來
蚤
れ
自
體
.化
あ

S
.

て
は
階
級
で
は
な
い
。

節
二
十
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ニ
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1
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四
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11

何
放

^

然
る
か
は
マ

ダ

ク
ス
：は
刺
然

#

へ
る

.

V」

乙
ろ
が

.な
い
の
で
あ
る
。
た
ぐ
前
述
の
所

^
 

か
ら
推
す
ビ
職
業
並

m
:所
.有
め

.區
別
，は
階
級
別

'-
0

標
準
ど
は
な
ら
な
い

o

ま
2

*
的
過
程 

の
的
部

R

あ
い
て

—

々
な
る
相

s

_

«

kょ
る
地

■

を
有

3

 

y

ぬ
.
る
勞
働
者
の

.團
體
^
^
は 

特
殊

.の
所
有

!

o

‘
.
て
M

で
:.
%

、,

は
階
級

^

«
成
し
な

5

.

0煙
草
製
造

妙

0

者
'*
織
維
ェ
業 

勞
働
者
も
同
じ
經
濟
的
條
件
の
下

^
、賃
銀

.：̂

對
し
せ

4
.
0
勞
：働
力
を
賣
ぅ
、同
じ
カ
痒
で
涂
， 

勞
働
を
施
行
す
，

る

.0

企
業
者
刚
.並

に

土

地

所

有

者
^

»

す

る

；
般

：
等

の

：
生

*

.
:的

行

動

か

：
ら&

る 

地

：
位

はp

1

でI

あ
：る
。

資

本

象
^

つ
S

て
も
、A

J
’

の

M

 

V
J

は
同
様
で
あ
る

。
.

^

^

J

H

U

V

化
.、屯 

瓦
、煙
草
製
造
に
を
の
資
本
を
放
下
し
て
ゐ

.て
も
資
；本
家
た
，名
她
位
化
っ

lr
て
は
同
一
で
あ
る
。
 

然
石

15
ェ
業
家
、商
人
、銀
行
家
は
同

 

一' 
#
資
本
家

^

從
：
.あ
る
が
、資

.：

本
'制
的

«

營
；の
内
部

.̂命
い 

て
は

、
®
々
な
經
濟
的
機
能
、、

」

異
つ
た
地
位
を
有
し
て
ゐ
，る
。：

階

級

區

別

の

櫸

準
€

し

て

®

業 

が
用
を
な

さ

U

い
や
ぅ

k
、所
有
の
大
小
、所
得
の

.
大
小
も
ま
た
用
を

.な

,̂な
い

o

農
段
ま
た
は 

手

工

業

者

.の

收

入

並

JC
注

.
活

狀

態

は

時
€

し
て
ょ
い
地
位
の
い
工
業
：的
勞
修
者

_ょ
6

も
高
く
は
，
 

な
い
。
故

k
、彼
等
は
勞

.働

.者
階
級

k

屬
す
る
も
の

^

主
張
す
る
人
が
，あ
る
。

ま
た
は
小
商
人
：
 

.の
營
業
は
何
を
：0

%:.彼
代
厕
し
て
ゐ
な
ぃ
o

彼

は
負

偾

を

負

つ

て

.働

い

て

ゐ

る

の
k

過

ぎ

な

.

,
s 

o故
k

彼

も

ま
^

勞
働
着
で
：あ
.る
へ
ビ
o

;
マ
ル
.
ク
シ
ズ
ム

.の
一
嘴
_

論
は
斯
ズ
の

.
如
さ
乙

>
J

 

.を
 

丰
■

す
る
の
で

.な

：い
。
a

:六 
一)

：
 

•

マルクシズム

-0
.階
：離

本

癀

論：

を

研

货

し

：や
..ぅ

ギ

す

れ

ば

-
マ

；

ン
根
本
.

代

溯

 

つ
て
、研
究
す
る

^
せ
を

.要

す

；：る
o

,
マ
ダ

ク

ヌ

は
：备
rのr

賃
，«

#
働
i

:

»本」

:̂
中
，̂

,次
.
^

つ；て
ゐ
る

?「

生
虚

R
:あ

L-
て
入
 
'は
自
然

R

對
し
で
作
用
す
る
：の
み
な
ら

^

、人

.間
：相
互

k

作
';|
1
_ 

す
る

'0
彼
等
は
，

h

寒
の

\方
&

^

&
 

:

5
て
：協

«

し
、设
括
相

1:
:
;
^
.
今
.
.の：行

«

る
乙

€

(< 

ょ
つ

「

て
.
.
.
の
み
生
產
す

•る
。
生
産

>

•
る
た
め

^

‘は
、彼
#

は
一
定
の
連
.絡
ビ

關
：係

？
^

入
る
。

ミ 

れ
ら

'の
ft
'會
.的
連
絡
、y

j

關
猶
の

«

11
.肉
^

^
い
て
の

.み
、彼
.等
辟
自

.然

.

.
作̂
知
し
、生
*

が
行
.は
ゾ 

れ
る
：？

生
：
'產
者
.の
入
み
込

'む
、
ミ

：
れ

ら

.の

社

!#
_的
.關
.係
.並
R

彼
.等

が

.を

の

行

爲

を

交

換
.じ
、生
：產
'

の
.集
合

'的
行
動

^

參
加
す
る

#

件
、
は

海

產

ー

丰

段

の

備.質
.
^
.
,
從

つ
.
.て
M
.、
る

。

-
-
個

人

が
f

の
'
.

內

RA

.

. 

S

て
嫌
*

す
^

ft
«

«
係
、即

ち
'»
會

的

生

感

咖

；係
.は
藤
®
的
の
；生

：：

產
承
段
即
ち
.生
產 

カ

'0
:變
；化
ヒ

■«
展
，R

從
’っ:

て
: *
化
す
る
'

?
生
.摩
關
係
.の
.#

體
：'が
.吾
々

0

所

賜
1[
畲

®

係
W

‘ち 

»:
:
•■
#
:を
構
成
し
、1.

定
.

の
：：

歴
史
.的
、發
雎 

の
，社
#
、即

.玉
固
有
；の
、特
殊
的
性
質

_
 

有
管
：る

：

一
社

#

%

«
成
.す
る

.の
^
.あノる

-
へ鼓六ニ

〕
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I
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 V
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:

農

:

爾

を

5

 

i

播

的

生
5

 

へ
ば
、社
愈
階
級

I

 

然
生
ー
產
咖
係

0

4
け
る
特
定
關
係
た
る
こ
仑
は
言
を
俟
农
黎
い
。
從
つ

5
 

?

ス
が
地
代 

M

S

4
銀
の

獲
..

得
者

.疼
る
地
ま
、資
本
家
、勞
働
者

.0

.三
大

■

級
.を
诞
別
し
た

乙

ど
け
ょ

^

i :

f
 

, 

而

し

i

 

S

會

觀

上

k
 

m

 

亂
の
'地

隹

^

0
レ

て

見

て

も

、

^

9
之

ど

は

#

か

で

あ

ら

ぅ

ヲ

然

ら

ば

、
マ

,
ク

ス

は

所

#

分

*
 

0
:裂

：象

奢

勿

何

夺

る

：
《

會.的
_

攀
ゼ
し
て

'見
#

か
。

「

生
.產
は

'生
|

:0
對
立

.的

规

定

k
 
_

け

る 

Z
,妒

f

成

を

包

» :
す
る

.. 

<
 萝
勝

ド

他

：
©
■
.
契

機

を

感

包

_

す
へ
る
。

過

程

は

-
常

ド

座

產

か

ら

办
 

/
 

k
浐

I

 

.交

換
.
ビ

が

包

攝

：
者

：
で

あ
>

得
'な
^

.
己
ビ

.は
、
お

の

.
づ

か
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